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我々の成果が米国物理学協会(AIP)よりプレスリリース。急減圧による発
泡過程の計算が「スパコンでシャンパンのシミュレーションをした」として
話題になり、スミソニアン博物館を初めとした海外メディアより取材申し
込み。ディスカバリーチャンネルのオンラインマガジンにも掲載。

現在使われている電気のほとんどは、なんらかの熱源により水を
沸騰させ、タービンを回すことで作られている。

しかし、水の沸騰過程は複雑で、理論的に未解明の部分も多い。

そこで「京」をもちいた大規模計算(最大7億3千万粒子)により、気
泡生成過程を原子スケールからの直接シミュレーションに成功。理
論との詳細な比較が初めて可能となった。

H. Watanabe, et al. J. Chem. Phys. 141, 234703 (2014).
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「京」の計算結果を可視化したもの。
気泡生成シミュレーションの可視化

分子動力学法という手法で、原子
スケールから気泡生成現象を再現
した。液体を急減圧後、多数の気
泡が生成した後、大きな気泡がより
大きく、小さな気泡がより小さくなる
オストワルド成長が起きる。

可視化：稲岡創氏(理研・AICS)

気泡生成過程を精密に調べることで、より発電効率の高
いタービンの設計や、エネルギー効率の高いスクリューの
開発に繋がる

今後は不純物の効果を取り入れた計算により、配管の輸
送ロスを減らす添加剤など、新たな機能性材料の開発を
目指す
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